
寒い時期を乗り越えて新芽を出そうとする植

物のような、力強いパワーを持つ２月生まれ

のお友だち。誕生日おめでとう！！

なかよしランドに向けて

各グループ、少しずつ準備を進めて

います。

制作などお兄さん、お姉さんに任せ

てしまうのではなく、自分達で出来

るところは、教えてもらいながら作

業を進めています。

ハサミもすごく上手に使えるように

なりました。今では直線をはみ出す

ことなくきれいに切る子もいます。

縦割りの活動が終り、部屋へ戻る

と、「今日は、○○作ったよ」と話

しています。今から、とても楽しみ

にしているようです。

おねがい！！

３月のひなまつりに向けて、

手作りのお雛様かざりを作ろ

うと思っています。卵の殻を

使って飾りを作ろうと思って

いますので、ご家庭で卵の殻

をご持参頂ければと思います。

卵の中身の取り出し方は、右

記をご覧ください！！

喜喜きりん組だより

まだまだ寒い日が続いていますが、子ども達は、「寒いよー」と言いながらも、

追いかけっこをしたり、ログハウスでままごとをしたりと、元気よく遊んでいます。

また、冬の自然を身近に感じとることができ、子ども達は寒さや冷たさも忘れて、

感触を確かめていました。感染症が広がることもなく、パワー全開の子ども達！残

りわずかとなってきた、きりん組での生活も、このまま元気に過ごしていってほし

いと思います。

卵を洗って、針やピンで卵の上と下に直径3ミリ～４ミリ

くらいの穴をあけて、卵の片方の穴から息を吹きいれます。

しっかり手のひらに包んで持ったら、卵を持った手には力

を入れないようにして、針の先に力を加えるとふつうはす

ぐにぷすっと刺さります。針をもった手にも力を入れて卵

を割らないように気をつけてくださいね。

きれいに仕上げて飾りにしようと思うときは、穴を開けた

い位置にあらかじめ鉛筆などで薄く印をつけておくことを

おすすめします。

中身の抜き方
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